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65.
・SOFIA Massive (SOMA) Star Formation Surveyのサンプル８天体のFIRから

センチ波までのSEDを調べた。
・Tanaka, Tan & Zhang (2016; TTZ16)の輻射&円盤⾵フィードバックモデルと

⽐較し、よい⼀致が得られた。
・FIR-センチ波SEDとモデルより、中⼼星質量に

よい制限が得られた。
・⼤質量星周囲の⼩質量星も検出した
・データ

SOFIA-FORCAST (~10-40um) 
+ VLA 0.7, 1.3 & 6 cm

・ターゲット天体
L~104-105 L_sun, d~2 kpc (0.7, 8.4 kpc)



・今回のターゲット天体のセンチ
波-前放射強度の関係は、主に⼩質
量星YSOジェット天体の関係とよ
い⼀致。また、TTZ16モデル(⻘
線)ともよい⼀致。
・G45.47に関しては、UC/HC HII
領域の関係とよい⼀致。(TTZ16モ
デルともよい⼀致。)

・数天体では、⼤質量星周囲に若
い⼩質量星と考えられる時間変動
する天体が⾒つかった。ただし、
数は多くない。

- 検出限界？
- competitive accretion model

との関連？



66.

・ALMAにより、若い連星系NGC1333 IRAS4Aを観測した。
・天体A1よりCOMs (CH3OH, 13CH3OH, CH2DOH, CH3CHO)を吸収線で検出した。
・吸収線は、A1に付随する円盤上層部もしくは、エンベロープ中の分⼦を⾒ている

と考えられる。

・データ：ALMA cycle 3, Band 7, angular res. ~0.3”
・ターゲット天体

NGC1333 IRAS4A2: 有名なhot corino天体
A1ではこれまでCOMsの検出報告はなかった
ダスト連続波は、4A1の⽅が強い



・NGC1333 IRAS4A2ではCOMsは輝線で、A1では
吸収線で検出された

・ダスト放射はA2は光学的に薄く、A1は厚いと
考えられる

・A1, A2どちらも ~0.01



69.
・若いが降着の兆候を⽰さない４つの天体より、可視光３バンドで変則的な

eclipseを⾒つけた。
・eclipse源は、ダストによる減光とconsistentなreddeningを⽰した。
・eclipse源は、半径0.01AUから40AUに存在する、光学的に薄いダスト・クランプで

原始惑星系円盤から残骸円盤へ移⾏するフェーズを⾒ているのかもしれない。
・ターゲット天体

ε Ori中の不規則な変動を⽰す天体４天体を選んだ。
中⼼質量は0.3-0.5M_sun。 Hα のEWは⼩さい(3-14Å)。
8, 12, 24umでexcessを⽰すが、⾮常に弱い。

・データ
i, r, Vバンドの光度曲線を解析。WISE 3.6 & 4.5 umも解析したが、
こちらは優位な変動は確認できなかった。



光度曲線

減光(⾚化) ダスト雲の速度・軌道超半径
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